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実施学年、教科等
情報処理科　第２学年　商業「ビジネス情報」

単元の目標
（1）最適解を求める技法を習得できるようにする。
（2）最適解を利用したシミュレーションができるようにする。
（3）シミュレーションのデータから得られる情報を考察できるようにする。

学習の評価
（1）最適解を求める技法を習得している。� （ワークシート）
（2）最適解を利用したシミュレーションを行っている。� （ワークシート）
（3）シミュレーションのデータから得られた情報を考察している。� （ワークシート）

展開の特色 　　

（1）経営情報システムとしての表計算ソフトの活用とデータベースソフトの活用を学習している。
（2）ビジネスシーンを想定するべきではあるが、この単元では金融教育の視点から消費行動を練習問題とする。
（3）商品購入計画、貯蓄計画、ローン返済計画、人生設計シミュレーションを題材とする。
（4）計算ソフトの基礎活用能力を身に付けている生徒が対象である。
（5）コンピュータは一人 1台ずついつでも利用できる環境で授業を展開している。

「学校における金融教育の年齢層別目標」の該当項目� *記号については、P.32 ～ 45 を参照。

Ａ－ア・イ・ウ、Ｃ－イ

学習内容のキーワード
表計算ソフト、最適解、商品購入計画、貯蓄計画、ローン返済計画、人生設計シミュレーション、ゴールシーク
機能、ソルバー機能

（総授業時数：4時間）
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77
時数 ね　ら　い 学習内容・学習活動

・ゴールシーク機能の使い方を
理解させる。

●�表計算ソフトでは、数値と計算式から結果を求めることができる。逆に目標
とする結果を設定し、パラメータを指定することで最適解を求めることがで
きることを理解する。

パラメータが１つの場合はゴールシークの機能を用いることを理解する。
＜練習問題１＞
月々のお小遣いが7,000円の生徒がパン２つと飲み物1本を25日間毎日購入
したいと考えた。ペットボトルを5日間飲むと缶ジュースは何日間飲めるか？
＜練習問題２＞
　練習問題１の調理パンの単価を90円に変更する。

◆金融教育の視点 ★指導上の留意点 その他（資料等）

◆�消費生活の中で、購入計画がいかに大切で
あるかを体験させる。

★�練習問題１と２の答えは計算式で求めるこ
とができるが、ゴールシーク機能の使い方
を理解させることを目的とする。

★�練習問題１では、１日飲めない日があるこ
とに気付かせる。
練習問題２では、２本飲める日があること
に気付かせる。

・練習問題１
・練習問題２

●指導計画
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1

・ソルバー機能の使い方を理解
させる。

●�最適解を求めるとき、パラメータが複数であるか、パラメータの範囲を指定
するなど、制約条件を付ける場合はソルバーの機能を用いることを理解する。

＜練習問題３＞
　練習問題２にソルバー機能を使って缶ジュースの本数を求める。
＜練習問題４＞
　練習問題３のペットボトルの本数を固定しないとどうなるか？

◆�購入計画で発生した諸問題を合理的に解決
する態度を養う。

★�練習問題３と４の答えは計算式で求めるこ
とができるが、ソルバー機能の使い方を理
解させることを目的とする。

★�練習問題３では、消費生活は収入＝支出で
はなく、収入＞＝支出であるべきことに気
付かせる。

★�練習問題４では、購入計画は、固定的である
より柔軟に考えるべきであると気付かせる。

・練習問題３
・練習問題４

2

・シミュレーションの作り方を
理解させる。

●�財務関数やゴールシークの機能、ソルバーの機能を用いてシミュレーショ
ンを作成する。

＜練習問題５＞
1,000,000 円の車を購入するために積み立てをすることにした。頭金
100,000 円、年利 0.5%、月々の積立金 10,000 円とすると
　　①関数を使って計算すると何ヶ月積み立てをする必要があるか。
　　②ソルバー機能を使って計算すると何ヶ月積み立てをする必要があるか。
＜練習問題６＞
1,000,000 円の車を就職と同時に購入することにした。頭金 100,000 円、
年利 4.0%、返済期間２年とすると
　　①月々いくら返済すればよいか？
　　②返済元利合計はいくらになるか？
＜練習問題７＞
40,000,000 円の新居を 45歳で購入することにした。頭金 2,000,000 円、
年利 4.0%、返済期間 15年とすると
　　①月々いくら返済すればよいか？
　　②返済元利合計はいくらになるか？

◆�貯蓄にかかわる用語として、元金、金利、
積立金、積立期間、積立金合計の意味と特
性を理解させる。

◆�借り入れにかかわる用語として、元金、金利、
返済金、返済期間、返済元利合計の意味と
特性を理解させる。

★�割合とは所得に対する毎月の返済金である
ことを伝える。

★�練習問題５では、NPER関数と FV関数の使
い方を説明する。

★�練習問題６では、PMT関数の使い方を説明
する。

・練習問題５
　（�ワークシート参
照）

・練習問題６
　（�ワークシート参
照）

・練習問題７
　（�ワークシート参
照）

・シミュレーションを体験させ
る。

●�練習問題５の条件をいろいろと変更し、車を購入するためにどのような条
件で貯蓄をするのがよいかシミュレーションを行う。
●�人生設計シミュレーションのシートを利用して、自分の収入と支出とのバ
ランスを考えながら、自分の人生設計を体験してみる。

＜練習問題８＞
練習問題６を利用して、23 歳の所得に対する毎月の返済金の割合が 20%
になるようにゴールシーク機能でシミュレーションを行う。
＜練習問題９＞
練習問題７を利用して、45 歳の所得に対する毎月の返済金の割合が 30%
以下になるようにソルバー機能でシミュレーションを行う。

◆�貯蓄計画を立てさせることで、貯蓄の特性
を体験させる。

◆�収入と支出のバランスを考えた人生設計を
立てさせる。

◆�練習問題８と９では、所得に対する返済金
の割合を考えることで、適正なローン計画
を立てる技術を身に付けさせる。

★�関数やソルバー機能の使い方が理解できて
いるか確認する。

★�貯蓄計画を自分自身の問題として考えさせ、
条件の変更前と後を比較検討させる。

★�人生設計シミュレーションの数値は仮の数
値であり、統計学的な根拠がないことを伝
える。

★�所得に対する返済金の割合 20%と 30%は、
仮の数値であることを伝える。

★�シミュレーションの方法は、財務関数、ゴー
ルシーク機能、ソルバー機能のどれを使っ
てもかまわないことを伝える。

・練習問題５
・�人生設計シミュ
レーションシート

・練習問題６
・練習問題７
・練習問題８
　（�以上、ワークシー
ト参照）

・練習問題９

4
本時

3
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学習内容 学習活動 ◆金融教育の視点 ★指導上の留意点 その他

①�自分にとって適正な貯蓄条件を考
察する。（10分）

・前時に作成した練習問題５「1,000,000円の車を購入するために積
み立てをすることにした。頭金�100,000円、年利�0.5%、月々の
積立金10,000円とする」の条件をいろいろと変更し、どのような
条件で貯蓄をするのがよいかシミュレーションを行う。

�◆�消費生活の中では、①今ある現金で購入す
る。②貯蓄をしてから購入する。③ローン
を組んで購入する方法の３つがあることを
理解させる。

�★��関数やソルバー機能の使い方が理解できて
いるか確認する。

�★��貯蓄計画を自分自身の問題として考えさせ、
条件の変更前と後を比較検討させる。

・最適解を利用した
シミュレーション
ができていること
を確認する。

展　開
（35分）
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●本時の展開

②�人生設計シミュレーションのシー
トで人生設計を体験する。（15分）

・人生設計シミュレーションのシートを利用して、自分の収入と支出
とのバランスを考えながら、自分の人生設計を体験してみる。
①�　収入レベルを高卒 1、短大卒および専門学校卒 1.1、四大卒 1.2
に設定する。
①－ 2.　短大卒および専門学校卒は19歳、20歳の収入を０、19歳

の特別支出を入学金等 1,000,000円とする。
①－ 3.　四大卒は 19〜 22歳の収入を 0、19歳の特別支出を入

学金 1,500,000 円とする。
②　予定および特別支出の例示を参考に各自で変更する。
③�　60 歳の預金残高を見て赤字にならないように支出割合を変化
させる。

�◆�収入と支出とのバランスを考えた人生計画
を立てさせる。

�◆�無理のない支出と貯蓄とのバランスを考え
させる。

�◆�進学と就職とでは収支がどのように変化す
るか考察させる。

�◆�自分及び子どもの教育費にどれぐらいのお
金がかかるか考えさせる。

�◆�車や家など特別支出の時期と購入する方法
を考えさせる。

�★��自分の人生を想像しながらシートを作成す
るように指導する。

�★��収支割合の数値を 70%に設定すると、収入
の 7割を支出し、3割を貯蓄するようにシー
トが変化することを伝える。

�★��人生設計シミュレーションの数値は仮の数
値であり、統計学的な根拠がないことを伝
える。

・シミュレーション
のデータから得ら
れる情報を考察し
ていることを確認
する。

③�無理のないローン計画を考えさせ
る。（10分）

　＜練習問題８＞
　＜練習問題９＞

・前時に作成した練習問題６「1,000,000円の車を就職と同時に購入
することにした。頭金100,000円、年利4.0%、返済期間２年とす
る」の条件をいろいろと変更し、どのような条件でローンを組むの
がよいかシミュレーションを行う。

・前時に作成した練習問題７「40,000,000円の新居を45歳で購入
することにした。頭金�2,000,000円、年利4.0%、返済期間15年
とする」の条件をいろいろと変更し、どのような条件でローンを組
むのがよいかシミュレーションを行う。

�◆�車やマイホームを購入する際どのような条
件でローンを組むか考えさせる。

�◆�ローンを組むことで購入代金より余分に支
払いをすることに気付かせる。

�★��関数、ゴールシーク機能、ソルバー機能の
使い方が理解できているか確認する。

�★��所得に対する返済金の割合 20%と 30%は、
仮の数値であることを伝える。

�★��シミュレーションの方法は、財務関数、ゴー
ルシーク機能、ソルバー機能のどれを使っ
てもかまわないことを伝える。

・シミュレーション
のデータから得ら
れる情報を考察し
ていることを確認
する。

・�金融に関する関数を確認する。 ・利率を求めるRATE、期間を求めるNPER関数、定期支払額を求
めるPMT関数、現在価格を求めるPV関数、将来価値を求めるFV
関数など貯蓄やローン返済に使えそうな財務関数を挙げる。

�◆�利率、期間、定期支払額、現在価値、将来
価値などの意味と関係を理解させる。

�★��指名して回答させる。
授業支援モニターで財務関数の一覧を確認
させる。

導　入
（10分）

・シミュレーションの結果を受けて感
じたことを発表させる。

・�感想を発表する。
�

�★��挙手により２、３名指名する。まとめ
（5分）

本時の
目　標

ア：�財務関数や分析ツールを利用して、貯蓄計画のシミュレーションを行うことができるようにする。
イ：�収支バランスを考えた人生設計のシミュレーションを行うことができるようにする。
ウ：�無理のないローン返済のシミュレーションを行うことができるようにする。
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●教材・資料等（本時の授業で用いる教材や資料、ワークシート等）
注）各資料はExcel®フォーマットにより作成。

○練習問題５ ○練習問題６、７

○練習問題８

7．�高等学校における金融教育　（3）指導計画例・商業科
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○人生設計シミュレーションシート


